
月刊JPCOAR
10月19日（火） 第1回 学術情報流通の情報収集に役立つサイト紹介
11月17日（水） 第2回 チャプターレベルのメタデータ流通
12月 7日（火） 第3回 研究データ管理・利活用とNII研究データ基盤

以下続刊！

杉田茂樹（京都大学附属図書館）
JPCOAR人材育成作業部会



京都大学図書館機構作成
リーフレットより抜粋
https://www.kulib.kyoto-
u.ac.jp/content0/1387404

考えておきます．

拝啓、蔵引先生、Far-East-Asian Journal of EngineeringのJennifer 
Smithと申します。はじめまして失礼します。

2019年11月6日（水）

先月ご発表の半導体パワーデバイスに関する報文に感銘を受
けた弊誌エディトリアルボードから、先生にぜひご寄稿を願え
ないかとの推薦が上がっています。ご検討願えないでしょうか。

本件いかがでしょう。

来月を目途に考えます．

受信確認いたしました。誠にありがとうございます。

フォームから拙稿をお送りしました．よろしくお取り計らいく
ださい．

2019年11月19日（火）

編集部一同、玉稿を楽しみにしております。

2019年12月18日（水）

2019年12月20日（金）

査読の結果、受理が決定しました。

えっ，もうですか．

弊誌は、迅速な出版でご好評を頂いております。

つきましては、論文出版加工料として、別途お知らせする口座
に、JPY 198,000.00をお振込みくださいますようお願いいたし
ます。

弊誌のep-Factorは7.42あり、ご業績に貢献できます。

2019年11月11日（月）

甘言、さまざまな勧誘
ハゲタカジャーナルが

著者を絡めとるシナリオ
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耳慣れない出版社から、論文投稿の
invitationのメールを受け取ったこと
はありませんか（左図ではSNSメッセー
ジの形で記しています）。
度重なる論文投稿の勧誘はハゲタカ

ジャーナルの常套手段です。過去の発表
論文に触れて賞賛するなど、巧妙に取り
入ろうとする例もあります。

速やかな査読を売り物にしている
ジャーナルがあります。
査読に要する時間はもちろん学術分野

によってさまざまですが、不自然なほど
短時間で論文がアクセプトされるようで
あれば、ジャーナル全体としての品質管
理に問題があるかもしれません。

インパクト・ファクター（クラリベイト・ア
ナリティクス社）と紛らわしい正体不明の
雑誌評価指標によって自らの価値をア
ピールしたりすることがあります。

物腰柔らかく、著者の心をくすぐる

ハゲタカジャーナルは査読が早い、
って聞くけど……？



Eriksson Stefan, Helgesson Gert. 
The false academy: predatory 
publishing in science and bioethics. 
Medicine Health Care and 
Philosophy. 2017, vol. 20, no. 2, p. 
163-170. 

The journal gives 
unrealistic promises
regarding the speed 

of the peer review process



（https://scirev.org/）
•査読プロセスの透明化を通じて、そのスピード向上を期待

•研究者が、自身の論文投
稿経験を持ち寄って、
各ジャーナルの査読プロ
セスにおける所要日数等
をデータベース化

• 9,000以上の情報を集積
（→相場がわかる）





Googleを検索してみると研究者の方
のブログ記事などがヒットし、scirev
がどのように参考にされているかを
知ることができます。

査読 scirev 検索
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